
■本当の敵■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 296 号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mail と Facebook で松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. トピックス：これから間に合う開業届 

 

今年は「シェア法人」というプロジェクトを立ち上げて、個人事業と勤め人の 2 足の草鞋を推進しました。 

国民健康保険で我慢している個人事業者で社会保険に加入したい人は、仲間を集めて法人をシェアすれば、設立

費用だけでなく、法人維持費や法人税だって割り勘することができます。 

そもそも僕は、サラリーマンから起業したい人はいきなり法人を作らず、個人事業から始めることを勧めてきま

した。 

勤めている会社が兼業を許してくれれば、個人事業者となって赤字でビジネスをスタートし、給与所得と相殺で

きる上に、青色申告控除を受けるなど、税やお金を学ぶことは起業に欠かせません。 

そんな提案を繰り返すうちに、今度は逆に、個人事業から簡単に法人化するプロセスを思いつき、それを「シェ

ア法人」と名付けました。 

・ 

このどちらにも共通するのが、事業のお金を複式簿記で管理して、青色申告することです。 

年が明けると、確定申告の季節が始まるので、僕は毎年「誰でもわかる複式簿記教室」を開催しています。 

そろそろ年末なので、そんな宣伝をしようと思って書き始めたら、僕はとんでもないことに気づきました。 

なんと･･･松村拓也は【まだ開業届を出さず、青色申告を申請していない】のです。 

ついつい、「株式会社なのに」という会社の平社員という身分で自由自在に活動していたので、他人には法人と個

人を使い分けろと言いながら、自分時スンはサボっていました。 

・ 

という訳で、新年は「これから間に合う開業届」を開催します！ 

開業届は、開業から 2 か月以内に提出しなければなりません。 

だったらあえて、10 月の開業届を 1 月に提出し、年末の駆け込み起業をやってみます。 

そして、昨年のチャレンジを個人事業として申告し、青色申告控除 65 万円をゲットしたいと思います。 

65 万円の所得には、所得税 5％と住民税 10％が課税されるので、65 万円×0.15＝97,500 円の節税になります。 

ビジネスとは、こういうせこい計算の積み重ねでもあります。 



でも、せこい話なので、ブログには書かず、メルマガでこっそりお伝えします。 

お問い合わせは、このメルマガに返信してください。 

・ 

それでは皆さん、どうぞよいお年を！ 

 

2. ブログから：本当の敵 

 

いよいよ新型コロナの感染拡大が本格化してきた。 

新年を目前に、恐らく今年最後の投稿となるこの記事は、やはりコロナについて語らずにはいられない。 

・ 

これまで世界の感染者数は、すでに 8 千万人を超え、人類史上最悪のパンデミックとなることはほぼ確実だ。 

もちろん多くの人が亡くなるだけでなく、その拡大を防ぐために多くの犠牲を伴うという意味で、未曽有の災害

ともいえるだろう。 

だが、かつてほとんどすべての生物を死滅させた巨大隕石の衝突や、氷河期や温暖化などの気候変動など、広い

宇宙の長い歴史からみれば、いずれもちっぽけな出来事に過ぎない。 

僕たち人間が生き残るためには、たとえ宇宙のちっぽけな出来事であっても、真剣に立ち向かわなくてはならな

い。 

僕はこの「真剣な気持ち」を感じるとき、このコロナ禍がとても愛おしく思える。 

・ 

そもそも感染症に侵されて死ぬことは、生物にとってごく当たり前の出来事で、車に轢かれたり地震で生き埋め

になる方が、はるかに悲惨な死に方だ。 

ウィルスとは、今から 35 億年前に単細胞生物が生まれた時からの永い付き合いで、これからも互いに影響しあ

いながら付き合い続けていくだろう。 

ウィルスを無力化する薬を使うから、その薬が効かないウィルスが現れるのであり、医学の進歩がウィルスを作

り出しているのは、コンピュータソフトを脅かすウィルスと同じこと。 

もしも人間生活に害を及ぼさなければ、誰もその存在にすら気づかずに、感染が問題視されることもない。 

昨今、新型コロナウィルスの変異種が問題になっているが、感染しても無症状＝ほぼ無害なウィルスだったため

に、その変異に気づくのが遅れたとしたなら、今後も無害で未知のウィルスがいつ有害化するかなど、わかるは

ずもない。 

・ 

こうして考えていくと、ワクチンや特効薬の開発には期待と虚しさが同居する。 

ワクチンで発症を抑制し、発症後は特効薬で退治するという筋書きを実現するには、時間と運が必要だ。 

その上、新型ウィルスを見つけてからワクチンや特効薬を開発している限り、新たな新型の発生を防ぐことは永

久にできない。 

そこで今、重要視されているのが様々な検査の取り組みだ。 

ウィルスは、宿主に寄生し、感染することでしか繁殖することができないのだから、感染者を発見し隔離するこ

とが対策であり、感染者を救うのは別の問題ともいえる。 

・ 

その証拠に、過去のパンデミックはいずれもワクチンや特効薬のない時代に発生し、すべてが終焉している。 

つまり人類は、ウィルスとの戦いに負けたことはない。 

でも、よく考えてみれば、そもそもウィルスと人間は戦ってなどおらず、地球上で共生しているだけのこと。 

宿主を滅ぼそうとするウィルスなど居るはずもなく、うっかり毒性の強いウィルスが生まれると、パンデミック



という失敗を犯し、滅びているのはウィルスの方だ。 

だとすれば、今回のコロナ禍は、誰と誰が戦っているのだろう。 

そして、僕たち人間は、どういう状況になることを願っているのだろう。 

・ 

ウィルスとの戦い方は、先ほど述べた「検査（感染者を見つけることと）＋隔離（ウィルスを退治すること）」が

有効だ。 

ワクチンは、当てずっぽうに地雷を仕掛けるようなもので、武器メーカーを設けさせる上に地雷だらけの危険な

世界を作るだけ。 

少なくとも「新型コロナウィルス」が敵ならば、敵を見つけてから退治する必要があるだろう。 

今、コロナに感染した人だけでなく、その発見や治療に従事する人までが差別や迫害を受け、感染者が発生した

地域で暮らす全ての人が、未発生の地域から拒絶されている。 

さらには、感染のリスクとされる人との接触がすべて危険視され、ビジネスも生活も、すべてが崩壊していく。 

だからこそ、冷静に考えよう、全ての原因は「感染の疑い」だ。 

これこそが僕たちの真の敵であり、この敵に立ち向かうには「感染者を見つけ出す検査しかあり得ない」と僕は

確信する。 

・ 

ワクチンの開発に何兆円も投じているというが、検査方法の開発はどうなっているのだろう。 

感染していない人が、いくらマスクをして、自宅にこもっても何の意味もない。 

そんなこと、みんなわかりきっているのになす術もないという諦めが、このパンデミックをさらに悪化させると

僕は思う。 

疑う心で滅びないように、検査方法の開発者にはぜひ頑張って欲しい。 

 

http://nanoni.co.jp/20201228/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週のお誘い 

今週は全部空いてます。 

【凡例】 

■リモート、２ｍ面談など歓迎：方法をご提案ください 

○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

●同行可能：僕の訪問先にお連れできます。 

★参加可能：あなたも参加可能な予定です。 

△同席不可：予定の前後は面談可能です。 

▲留守不在：すみません、留守のためお許しを。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（火）12/29 ■〇◎なのに作業日 09-21 時 

（水）12/30 ■〇◎なのに作業日 09-21 時 

（木）12/31 ■〇◎なのに作業日 09-21 時 

（金）01/01 ■〇◎なのに作業日 09-17 時 



（土）01/02 ■〇◎なのに作業日 09-21 時 

（日）01/03 ■〇◎なのに作業日 09-21 時 

（月）01/04 ■〇◎休業日 

 

■その後の予定 

01/08 20-21 時 ■カプラー起業交流会（リモート） 

01/09 09-17 時 〇アントレハウス笑恵館（笑恵館） 

01/12 09-17 時 〇アントレハウスいづみ（反町） 

01/14 14-16 時 ★一宮庵クラブ運営会議（成城） 

01/14 16-17 時 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

01/14 17-19 時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

01/20 13-16 時 △松本国際高校 評議員会（松本） 

01/21 13-20 時 ★なるほどデイ・完全持ち寄り食事会（笑恵館） 

01/24 10-14 時 ★名栗の森オーナーシップクラブ 1 月例会（飯能） 

01/27 13-15 時 △HFA定例会議（渋谷・リモート） 

01/28 17-19 時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 

まぐまぐ版はこちら 

https://www.mag2.com/m/0001693746 

 


